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佐藤 拓哉
さ　とう　たく  や

京都大学生態学研究センター・准教授
専門は個体群生態学・群集生態学・寄生虫学

▲図 1　ハリガネムシの生活史
水中で孵化したハリガネムシは、 水生昆虫に寄生してシストになる。水生昆虫
の羽化とともに水域から陸域に移動する。水生昆虫がカマキリに捕食される
と、その体内で成長する。カマキリの体内で成虫になると、操作して入水さ
せる。カマキリが入水すると、脱出して水域に戻り、繁殖して一生を終える。

ハリガネムシに感染したカマキリはなぜ水に飛び込む？
－水平偏光への正の走性が鍵！

▲図 2　偏光選択実験の装置
偏光板の方向を変えることで、水平偏光と垂直偏光それぞれに対する選択性を
検証した。

▲図 3　水平偏光に対する選択実験
の結果

▲図４　入水行動実験の結果
14 個体が左の池に入水した（A）；左の池の水面からの反射光は、右の池に
比べて、水平偏光が強く（B）、光の強度は弱い（Ｃ）；光の分光スペクトル
は２つの池で大きな差はなかった（Ｄ）。パネルＢは水面の偏光画像である。
赤みが強いことは偏光の角度が水平に近いことを示す。彩度が高いことは反
射光に偏光が多く含まれることを示す。



第32回　DIWPA だより
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世界自然遺産小笠原諸島にて DIWPA 
Field Biology Course を開催しました

DIWPA だより─

京都大学　
生態学研究センター

教授

石田 厚
 いし  だ    あつし

2022年11月18日から23日にかけて、世界自然遺産サ
イトである小笠原の父島でDIWPA Field Biology Course
を開催してきました。コロナ禍で２年間中止していまし
たが、今年度はなんとか開催までたどり着けました。ただ
今年度も公募時点で、コロナ感染の先が見えない、来日ビ
ザの取得の不安などもあり、すでに日本国内にいるもしく
は日本に滞在してすでに１か月以上経つ予定の若手研究
者を対象に募集をしました。そのためか応募者は多くあ
りませんでしたが、神戸大学農学研究科の博士課程に在籍
する内山クリスマスさん１名をField Biology Courseに
迎えることができました。のちニックネームのクリスさ
んと呼ばせていただきます。11月23日の後も私は当研究
室の学生らと父島に残り、自分達の調査も行ってきました。
クリスさんのおられた特に前半は雨がちな天気だったの
が残念でしたが、最終日近くになってきて晴れてきて、小
笠原の青い空や海も見せることができたのは良かったです。
特にクリスさんの博士課程での研究で、宮崎県でスギ
の品種ごとの幹肥大成長の季節変化測定を行っていると
いうことでした。偶然にも、当研究室の学生１名の研究
テーマも小笠原樹木の幹肥大成長の季節変化の研究でし

た。雨がちでいつも小笠原でのField Biology Courseで
行ってきた光合成測定のレクチャーなどはしづらい状態
だったのもあり、当研究室では小笠原にて幹肥大成長に
関してどんな目的でどんな実験設定で研究を行っている
か、またお互いの方法の違いなど、クリスさんに特化した
話題でField Biology Courseを組んでいくことができま
した。他、特に外来の野ネコ対策などについて、そういっ
た事業に長く携わってきた地元NPOの方からお話を聞く
など、島独特の保全対策、世界自然遺産管理についての時
間も取ることができました。小笠原では、野ネコを捕獲し
た後、写真２にある小屋（ねこ待合所）でしばらく飼って、
東京都獣医会を通じて、飼い主を探して引き取ってもらっ
ています。なので小笠原では、野ネコを殺すことなく保全
活動ができています。こういった事業の最初の頃からの
苦労話や、最近はもう引き取り手として手を挙げて下さっ
ている方の方が多いなど、私の知らない話も聞かせても
らうことが出来ました。
特にクリスさんは私と同じ樹木生理学の研究に携わっ
ており、また彼女の神戸大での先生も私がよく存じ上げ
る方なので、今後ともお互いに研究交流していこうと盛
り上がりました。

▲写真３　クリスさんが父島を去る乗船前。（左）地元の NPO、先生や学生さんら、環境省の方などとの集合写真。左か
ら５番目がクリスさん。（右）父島を出港するおがさわら丸。

▲写真２　父島にある「ねこ待合所」
の（左）全景写真と（右）看板。▲写真１　竹芝桟橋にておがさわら丸乗船前の集合写

真。一番左側端がクリスさん。



─その他のお知らせ

「学校で習わない生き物の不思議」を開催しました
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◆佐藤拓哉准教授が、公益財団法人河川財団 令和 4 年度河川基金優秀成果賞（研究者・研究機関部門）を
受賞しました。

「河畔林整備がサツキマスになる稚魚の個体数増大に及ぼす効果の検証：河川管理と森林管理の融合に向けて」

【受賞内容】
西日本に生息するサケ科魚類のアマゴでは、1 歳になる秋に、ある体長（閾値サイズ）よりも大きく成長できた個体がスモ

ルト化して降海型のサツキマスになります。一方、あまり成長できなかった個体は河川で一生を過ごす残留型になります。サ
ツキマスは、かつては西日本の河川の水産重要魚種でしたが、近年分布域の全域で激減しています。その理由は、ダムや堰堤
による海洋と河川の分断、および海洋環境の変化にあるとされています。

一方、本受賞研究では、針葉樹人工林に囲まれた河川では、陸生無脊椎動物の供給量が低いこ
とで、アマゴの成長率が低く、秋に閾値サイズを超えられないために、スモルト化する個体がほ
とんど出ないことを実験的に明らかにしました。この研究成果は、河川管理において、河川内の
環境整備だけでなく、河川と森林のつながりの回復が、アマゴ・サツキマスをはじめとする回遊
性生物の自由な生き方を維持・回復する可能性を示すものです。

【受賞コメント】
サツキマスは、実は世界で最も南で降海性をもつサケ科魚類です。サツキマスを失わないため

には、どのような森－川－海のつながりを維持・回復すればよいのでしょう？立場や専門分野の
垣根を超えた議論・活動が必要です。

◆程木義邦准教授（中部大学応用生物学部、前・生態学研究センター特定准教授）と小板橋忠俊（前・生態
学研究センター技術専門職員）、合田幸子技術職員、赤塚徹志研究員、中野伸一教授による共著論文が、日
本陸水学会英文誌 "Limnology" 最優秀論文 (Limnology Excellent Paper Award 2022) に選ばれました。

Hodoki Y, Koitabashi T, Goda Y, Akatsuka T, Nakano S (2020) Long‑term variation in abundance of the non‑native 
phytoplankton Micrasterias hardyi (Zygnematophyceae, Streptophyta) in Lake Biwa, Japan. Limnology 21 (1): 67-72.

【受賞内容】
近年、琵琶湖で優占するようになった大型緑藻 Micrasterias hardyi の長期および季節変動に関する研究で論文賞を頂きました。

これまで、本種はオーストラリアの固有種と考えられていましたが、2016 年以降、琵琶湖で定期的に増加し優占するように
なりました。大型植物プランクトンは動物プランクトンなどに捕食されにくいため、本種の様な植物プランクトンの増加によ
り、水界の食物連鎖が駆動しなくなることや、更なる有機汚濁や環境悪化の原因となることが懸念されています。この様な「や
っかい」な外来性の植物プランクトンの研究に、京都大学大津臨湖実験所（当初）を経た現在の京都大学生態学研究センター
での 50 年以上にわたる琵琶湖定期調査サンプルを活用し、世界的にも研究事例が少ない本種の
増殖動態の一端を解明したことが評価されました。

【受賞コメント】
これまで琵琶湖の定期観測に関わってこられた教員の皆様、技官の皆様に御礼申し上げます。

またこのような研究が評価され、大変光栄に存じます。 

　
▲琵琶湖定期調査サンプルの棚と

賞状・楯

受賞のお知らせ

「学校で習わない生き物の不思議」と銘打って毎年行っている生態研の一般公開（京大ウィークスの一環）を、今年は 11 月
5 日（土）に行いました。昨年度、一昨年度は、主に小学生と保護者の方を対象に、生き物に触れたり、手を動かす体験型の
プログラムが中心でした。今年度は少し趣向を変えて、中学生以上の方を対象に、２つの講義を軸にしたプログラムをこころ
みました。さいわい会場の収容人数ぎりぎりの、幅広い年齢層にわたる 40 名の方に来ていただけました。

当日は、センター長（中野）による生態研の紹介のあと、生態研のキャンパスで見つけた生き物を入り口にして、ベーツ擬
態とミュラー擬態を中心とした警告色や擬態の進化の講義をおこないました（谷内）。次に、小笠原諸島の成り立ちとそこに生
息する植物の生態、島の生物と人間の共存の取り組みについてお話ししました（石田）。講義のあとは、外に出て３つのグルー
プに分かれて、キャンパスにある CER の森（林園）（石田）、植物栽培棚・圃場（酒井）、カマキリ実験棟（佐藤研院生）を見学
し、担当者が研究や施設について説明しました。終了後のアンケートに、いろんなご意見をいただきましたが、皆さんの生き
物への熱い思い、生態研での研究や研究者の生態への溢れる関心には圧倒されました。次回もぜひおいでください！

程木 義邦 小板橋 忠俊
（2015 年に逝去）

合田 幸子 赤塚 徹志 中野 伸一



申請書の提出先・問い合わせ先
京都大学生態学研究センター　共同利用・共同研究拠点担当

〒520-2113　滋賀県大津市平野2丁目509-3
  E-mail: kyodo-riyo@ecology.kyoto-u.ac.jp
Tel: 077-549-8200 / Fax: 077-549-8201

2023 年度共同利用・共同研究拠点事業
に関するお知らせ

※協力研究員は、本センターの協議員会の議に基づきセンター長が委嘱しま
す。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活動の協力者であり、生態
学研究センターに在籍する身分として認められるものではありません。
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毎年度、生態学の基礎研究の推進と生態学関連の共同研究の推進を目的とし
て、共同研究と研究集会・ワークショップを公募しております。

◉予算措置のあるもの
国際共同研究、共同研究a、研究集会、ワークショップ
※2023年度の公募は終了いたしました。例年、11月頃に公募を開始いたします。

◉予算措置のないもの
共同研究b、資料利用
※申請は随時受け付けております。申請方法は下記URLをご参照ください。
　　https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/contents.html

協力研究員は担当教員とご相談のうえ、施設の一部をセンター員に準じて
利用できます。ただし、共同利用施設の利用にあたっては、別途、上記の共同
利用の申請手続が必要です。
任期は2年度末までとなります。申請は随時受け付けております。
申請書の様式は、　

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html
からダウンロードできますので、必要事項を入力のうえ電子メールでお送
りください。

協力研究員

共同研究ｂは2023年度から
Googleフォームでの申請に変わります

その他のお知らせ─

谷内 茂雄
や    ち　 しげ   お

京都大学　
生態学研究センター

准教授

京大ウィークス 2022 一般公開

（　　　　）

共同利用事業
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◆当紙面内容は、バックナンバーも含めセンターホームページに掲載されています。

自分が学生だった頃に比べると、最近の学生たちは、純粋に「性格がいい
なあ」と感心することがよくあります。「最近の若者は～」という言葉をよ
く耳にしますが、ひとりひとりの個性と向き合っていると、私が学生の頃
よりも遥かに精度高く世の中を捉え、物事を工夫し、他の人と協調するス
キルを持っているな、と感じることがあります（単純に私がだめな学生だっ
ただけかもしれませんが）。世界はハチャメチャになってきたように見え
るけど、実は人類は地道に進歩しているのかも、と、近頃感じます（東樹宏和）。

─その他のお知らせ

表紙について　　　　　　　　　佐藤 拓哉

編集後記
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a)　調査で訪れた奥飛騨の山並み
b)　湖を回遊して巨大化した降湖型サツキマス
c)　稲刈りから逃げてきたチョウセンカマキリ
d)　ハリガネムシ類に操作されて入水したハラビロカマキリ

● 白眉センター特定准教授の潮雅之が8月31日付で退職しました。

● 森健介が9月1日付で研究員として採用されました。

● 学振特別研究員の大西雄二が9月30日付で転出しました。

● 外国人特別研究員のAlberto Canariniが10月24日付で転出しました。

センター員の異動

オープンキャンパス2023のお知らせ
将来、京都大学理学研究科の大学院生（修士または博士課程）として、
生態学研究センターにおいて生態学の研究に取り組みたいと希望され
る方を対象にオープンキャンパスを開催しています。当日は研究内容
についての紹介を行います。関心のある方はお気軽にご参加ください。

第1４回公開講演会のお知らせ
生態学研究センターでは、広く一般の方に向けた公開講演会を開催
しています。今回は「花咲き実結ぶ東南アジア熱帯雨林-一斉開花結実
をめぐる植物と動物の謎に迫る-」をテーマに開催いたします。皆さま
のご参加を心よりお待ち申し上げます。

・日時　2023年3月30日（木）9：30-13：30
  ・現地開催（オンライン参加併用）
  ・参加無料
・参加には事前のお申し込みが必要です。氏名・所属・学年・住所・電話
番号・メールアドレス・面談希望教員名（複数可）を記入の上、①～③
いずれかの方法でお申し込みください。
①E-mail: opencampus@ecology.kyoto-u.ac.jp
②Fax: 077-549-8201
③はがき： 〒520-2113　滋賀県大津市平野2丁目509-3　
京都大学生態学研究センター　オープンキャンパス係

申込締切
2023
3/27

・日時　2023年2月5日（日）13：30-16：00
・場所　大学コンソーシアム京都
キャンパスプラザ京都第3講義室
・参加無料
・定員170名
・事前予約は受け付けていません。
当日受付のみ

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付

2022年10月、鳳凰敦様より生物多
様性・生態系研究基金（※）へご寄付を
いただきました。今後、当センターの研
究活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大
学基金の中の生態学研究センターが設置
したプロジェクト支援基金です。法人税
法、所得税法による税制上の優遇措置が
受けられます。詳細は
https://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

詳細は
生態学研究センター
ホームページを
ご確認ください。

詳細は
生態学研究センター
ホームページを
ご確認ください。

センター
ニュース メール配信登録のお願い

生態学研究センターニュースはバックナンバーを含め、センターホームページの以下のURL からご覧いただけます。
https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3

発行のお知らせメール配信の登録、配信先の変更、配信停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォームより
必要事項のご入力をどうぞお願いいたします。
https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/

※図書室を運営される公的機関等へは、これまで通り冊子体版もお届けいたします。


